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参考文献 による 以下 と略

が右図のメネラウス図形を作って
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変換は「平行移動」と「 倍」と「逆数変換」の合成で表せるので

は 変換で不変となる また次の関係もしばしば使う
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円は直線も含み，点は無限遠点 も含むものとする．
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の証明 ４円が１点 で交わっているとすると， に関する反転で 例えば 円は

下右図の４直線に移る．この時メネラウスの定理より が成り立つ．

は反転不変性があるので，左の図形においても が成り立つ．

下図のような直線でない時でも，また 円が４直線で が無限遠点の場合も正しい
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の証明 　円 と の 以外の交点を 円 と の 以外の

交点を とすると，これら 円は１点 で交わるので

ところが仮定より「 」であるから，前頁の より
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故 し， 円は 点に円  で交わる．
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クリフォードの定理 の発展
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よって「 ⇔ 」となるから
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円 が全て直線の時 ４円 の交点を

とすると
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一般の場合は 円 の交点 を中心とする円に関する反転を

とすれば良い． は名前の付替えだけを行うので，も名前の付替え

だけを行う．さらに は　分母が 次式の　 変換であり「 かつ

かつ 」である 　の形になことから る．　
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ó

 定定定定理理理理4444

4

14 23 12 34

1234
)(

 (  )
P P P P

p P
+ +−

≠一般には

                              

 

 

  
( )( )

 ( )
( )( )

[ , ; , ]

 (   )

   , , , , , ,  

 [ , ; , ] ( , , , , , )
  

 

[ , ; , ] [ , ; , ]

[ , ; , ] [ , ;[ , ; , ] ( , , , , , )

 

, ]

 A B C D
A C B D

A D B C

M

A B C X Y Z P

A B X M A X B Y C Z

A B X M X

P P P

P P B Y C Z A

B C Y C A Z

B C Y C PA Z

− −

− −
≡





× × = −

× × = −

複比但し

　複比と の関係
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左辺

また　

右辺
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クリフォードの定理

直線のうち 直線のみ省いた図形の 点は ５つ出来るが それらは

同一の円 円上にある 前頁の図参照
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